


袋田の滝について

袋田の滝（ふくろだのたき）は、

茨城県久慈郡大子町袋田にある滝で、位置は久慈川支流の滝川上流にあたります。

長さ120m、幅73m。冬は「氷瀑」と呼ばれ、滝が凍結することがあります。
華厳滝、那智滝とともに日本三名瀑のひとつに挙げられ、

日本の滝百選にも選定されています。

1990年（平成2年）に行われた日本の滝百選の人気投票では1位。
江戸時代は水戸藩の領地内であり、

水戸黄門として知られる徳川光圀公も訪れています。

 
別名「四度の滝」と言われ、

滝川が4段に岩肌を落ちることから名づけられたとされる説と、
昔、この地を訪れた西行が「この滝は四季に一度ずつ来てみなければ真の風趣は味わえない」と

、

この滝を絶賛したと伝えられていることから名づけられたとされる説があるそうです｡

 
冒頭部分は、 
撮影当日、滝に向かう道すがら、山道の路肩に咲いていた

花の写真を交えながら、御案内致します。

 
 
撮影日 : 2012.10.9 
 



一般的には 国道１１８号を北上するルートを選ぶのでしょうが、
今回は少し東よりの 国道３４９号で行くことにしました。











広域地図

場所は茨城県北西部、緑の矢印付近の大子町、りんごの産地として有名です。

 



 



周辺地図

周囲には数多くの温泉も点在しています。

 







チョット休憩

 
 



 道の駅「さとみ」で、ひと休み



懐かしい景色が‥‥。







 途中細〜い山道も走ります。









目的地まであと５km、天気も次第に回復。







間もなく到着、山の手前が目的地。



到着!!

滝見学だけの一般車両はここまでです。





紅葉シーズン前、しかも連休翌日で人影はまばら

大変静かでした。













滝入り口に繋がる道は綺麗に整備され

往路、左側には土産物店が建ち並び、まるで有名神社やお寺の参道の様。

 



そして右側には鮮やかな緑の元、清らかな水の流れが‥‥。











 



































第１観瀑台からの滝全景













吊り橋中央から見た滝と第２観瀑台、ユラユラ揺れます。 (||ﾟДﾟ)怖ァ...









吊り橋を渡った先から見た滝と観瀑台











引き返し、滝を正面から見る 第２観瀑台を目差します。







第２観瀑台





圧巻 !!





マイナスイオン たっぷり。



























 



 



奥付

 

袋田の滝へ行きました

http://p.booklog.jp/book/58423

 著者
 

 著者プロフィール：http://p.booklog.jp/users/keisukedayo/profile
 

 

袋田の滝に向かう山道の路肩に咲いた花たち

 
感想はこちらのコメントへhttp://p.booklog.jp/book/58423
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